
 

５年生   実践事例    

「物流車両の工夫見学」 

 

指導目標 ◎物流の流れを学ぶ。色々な種類の物流車両を見学する。 

◎車に欠かせない物流事業者が行っている取組について学ぶ。 

物流（交通
手段）を教
材 と す る
利点 

物流業者の車両を見学することで、車が欠かせない物流事業者が行っている環境への

影響を軽減するための取組等について学び、地域の環境に対して自分たちにできるこ

とを考えることができる。 

体験型であるため、子どもたちの高い取組意欲が期待できる。 

対象学年 ５年生   

対応教科 社会科、総合的な学習の時間 

標準校時 ２コマ   

学習構成  

１．地域を支える物流 

２．環境への配慮がされている物流 

３．物流車両見学 ※物流事業者との連携 

・工業生産における物の流れについて学び、地域と物流の関わりを実感す

る。 

 

・物流は地域や生活に欠かせないものであるが、排気ガスなど環境への影

響が大きいため、環境を守るために色々な工夫がされていることを知

る。 

・物流車両（電気自動車、天然ガス車、スリーター等）を見学することで、

トラックにはどんな工夫がされているかを観察する。 

・また、エコドライブ等のドライバーの環境への配慮の工夫を知る。 

４．まとめ 

・物流車両見学を振り返り気づいたことを発表する。 

・車と環境との関係や物流業界の取り組みを理解し、環境を守るために自

分たちにもできることを考える。 



 

 

 

 

 

 

参考資料 

資料：交通学習のすすめ（京都府） 




